
前回の振り返り

日時：令和7年5月18日（日）

場所：南行徳市民談話室 多目的ホール

プログラム
①アシタノイチカワvol.1振り返り
②すまいアンケート報告
③講演「健康・省エネ住宅のススメ」

講師：竹内昌義氏（東北芸術工科大学教授）
④みんなで考えてみようワークショップ

いちかわカーボンニュートラルプロジェクト
「アシタノイチカワvol.2」

テーマ

住宅の断熱



脱炭素先行地域について

令和7年5月 市川市は環境省より脱炭素先行地域に選定されました。

主な取組として先行地域内の既存賃貸住宅の脱炭素化を進めます。

断熱効果がある窓
玄関ドアへの交換・設置

屋根への太陽光発電設備
(太陽光パネル)設置

高効率空調機
高効率給湯器



当日の様子
◆講演「健康・省エネ住宅のススメ」

◆ワークショップ

• 「市川市は2025年にカーボンニュートラルを実現
できるか？」

• 世界の再エネ事情（デンマーク・ドイツなど）

• 断熱により「快適・健康」＋生活費がかからない。

• 脱炭素には「意識改革＝脳内改革」が必要。

ワークショップ①
感想を話してみましょう！あなたなら、どんなことを
やりますか!?

ワークショップ②
費用や補助金を踏まえて、
普及させていくには、何が必要だと思いますか？
自身に置き換えながら、考えてみましょう！



参加者の声

まずはできることから、
すき間テープ、断熱ブラインド
などできることから始めたいと
思います。【50-59歳】

補助金が大切だと思います。
スピーディーな申請（カンタン
にしてほしい）【60歳以上】

短い時間での参加となりました
が、「意識改革＝脳内改革」が
カーボンニュートラルには欠かせ
ないという現実を実感しました。
【20-29歳】

断熱の効果を体感できるモデル
ハウスや効果がわかるシミュレー
ションを示してほしい
【40-49歳】

工期の期間による。長くかかるのはNG。
とても勉強になりました。すき間テープやブラインド等、
試してみようと思います。補助金だけでなく、健康効果を
うたうといいと思います。【50-59歳】
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